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 ★トップニュース★ 

  第 10回 矢作川森の健康診断  

6 月 7 日（土） 

今回で第 10 回目となる、「矢作川森の健康診断」が行われました。 

過去 9 年で矢作川流域の人工林のほぼ全域 550 地点での森の健康診断を終え、

今回が最終回。豊田市農山村部（旭・足助・稲武および下山地区）の山に、東北

から九州まで約 300 名の森林関係者やボランティアが集いました。 

事前に決められた健診場所へ 7～8 名の班に分かれて入り、スギ・ヒノキを主

とした人工林や下草の密度や種類、腐植層の厚さの調査、平均木を決めての高さ

や太さ・傾斜角の測定などをしました。実際に目で見て間伐されている・太陽光が入っていると感じる森林でも、調査をしてみ

るとかなりの密度で、いかに山に手が入っていないかがわかります。暗く下草があまり生えていない土壌、細長く成長してしま

っている森林では土に根が張らず、大雨が降ったときにきちんと雨を吸収することができません。2000 年の東海豪雨では、農

山村部の山林が雨を吸収しきれずに河川が氾濫し、豊田市中心部まで流れて多大な被害をもたらしました。今回、一部の班では

「緑のダム実験」も行われ、2L（ペットボトル 1 本分）の水を 3 回雨粒状に落とし、吸収する時間や吸収しきれずに溢れる様

子などの測定・観察を各地点で行ったところ、吸収しきれずに流れ出てしまう様子が多くみられました。 

今回で全 10 回の調査が終了しましたが、これをさらに過去 9 年のデータと照らし合わせて、どこがどれだけ間伐をしなけれ

ば危険なのかということを集計し、分析します。10 年を通して、将来の安心安全で健康な森林をつくりあげるために多くの方

に森林に興味を持っていただき、協力いただけました。結果は報告書にまとめて販売もされますが、10 月 26 日（日）に「矢

作川森の健康診断報告会」（P4 参照）も行われます。是非、お越しください。 

 

『木の駅～軽トラとチェーンソーで地域いきいき～』 

 全国でも取組がされており、ここ豊田市（旭地区）でも行われている「木の駅」がついに書籍にな

りました！著者は、先日 6 月 7 日（土）に行われた「矢作川森の健康診断」でも指揮を執っていた、

矢作川水系森林ボランティア協議会の丹羽健司さん。 

 実は、旭地区の木の駅は全国からも視察がくるほど、その取組が注目されています。写真も多く、

とても読みやすく仕上がっています。木の駅ポータルサイト（http://kinoeki.org/）で注文すれば、

消費税込み@２０５２円→送料込みでナント(笑)@２０００円！で購入できます。何より、ほかの活

動でも連携している地域障がい者生活支援センター「ふれあいショップ ダンケ」へ著者割引分が発

送工賃としてまわる仕組みになっています。ご興味のある方、是非お手に取ってみてください。 

 

 

  

 

【木の駅とは・・・】 

 山で放りっぱなしになっている木（林地残材）を「木の駅」に出荷して、 

山をきれいにして、町が元気になって、地球温暖化ストップに少し役に立って、そして自分にはご褒美の晩酌を・・・。 

森林整備と地域経済の活性化を目的とした事業です。 

（木の駅プロジェクトポータルサイトより） 
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★活動報告★ 

  集落活動応援隊（小原地区岩下町）  

6 月 14 日（土） 

小原地区の岩下町へ集落活動応援隊 8 名を派遣しました。 

岩下町への応援は、今年度 2 度目。応援隊の派遣をはじめてからは 4 回目の派

遣になります。4 月に竹やぶの整備をお手伝いし、今回は道路脇の草刈りの応援で

す。昨年にも同じ場所で作業をしており、参加した応援隊もこの場所の経験者が 

多いため、どんどん作業が進みました。 

休憩中の歓談では、「昨年は太い木も有ったが今年は草だけなので作業がはかど

る」「去年は刈払い機の扱いもへっぴり腰だったが、経験を積んで振り幅も広く扱

えるようになり、作業が早くなった」「同じ場所だが、今年は狭く見える」等々、

草刈り談義に花が咲きました。 

 

 豊森なりわい塾 第 2 回講座「聞き書き」  

６月 21 日（土）22 日（日） 

「第四期 豊森なりわい塾 第２回講座」にオブザーバー参加しました。 

今回は、卒塾生が最も印象に残る講座と口を揃える「聞き書き講座」です。 

欠席した塾生の代わりに集落のお年寄りからお話を伺い、録音したお話を書き起

こしました。 

お話を伺った方の人柄や息づかいが伝わるように、話し言葉を忠実に文字に起こ

しますが、方言や聞き慣れない専門用語に文字変換がされなくて大苦戦でした。 

たった数時間の面談でしたが、驚くべき人生が語られ、噂に違わぬ素晴らしい経験をさせて頂きました。 

 

 赤とんぼの会「生き物観察会」  

６月 24 日（火） 

豊田･みよし環境保全型農業推進協議会主催の減農薬田んぼ「生き物観察会」が下

山地区の試験区で開催され、センターも参加しました。 

ＪＡ柴田組合長の「赤とんぼが飛び交っていた、かつての農村環境を取り戻した

い」という強い思いで活動がスタートした、通称『赤とんぼの会』の活動です。 

目標は、ＪＡあいち豊田管内の水田 7,000ha すべてを減農薬田んぼにすること。

管内１２箇所の水田で１箇所３種類の箱施薬（防除剤）を使用して試験栽培を行っ

ています。 

調査結果は歴然。生き物の個体数、種類が、強力な農薬ほど少ないことが判明。今後の米の収穫量調査なども踏まえ、収量に

変化がなければ、現在推奨されている農薬は「効き過ぎ」で生物多様性を犯していることになります。JA の勇気ある取組と感

じます。 

 講師は水生昆虫に詳しく、『赤トンボのすべて』（トンボ出版）なども執筆されている、谷幸三先生（環境科学博士、淡水生物

研究所理事）。参加者約６０人が童心に返って生き物採集に夢中になっている姿は、ほほえましくもありました。 
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「火遊びをするとオネショをするよ！」と叱られましたが、この

日だけは豪快に火遊びができます。危ないからと子どもを体験か

ら遠ざけると、大人になってから怪我や事故を起こす元となりま

す。伝統のお祭りで「たいまつ」を振り回し、盛大に花火をして、

水難・疫病を除け、ふるさとの歴史や文化を体験しませんか。 

■日  時：８月 14 日（木）13：30～20：00（花火は 22：00

迄）、15 日（金）18：00～20：00（花火は 22：00 迄） 

■集  合：石野交流館（豊田市力石町深田 57-2） 

■活動場所：豊田市芳友町公民館近辺 

■定  員：8 名（両日とも） 

■参加資格：小中学生の男子児童生徒（家族同伴可） 

■参 加 費： 1,000 円（花火代・保険代） 

※夕食（弁当・お茶付き）を希望される方は別途一食 1,000 円

でご用意します。参加児童および保護者の分のご用意もできます

ので、申し込み時にご注文ください。 

■申込締切：７月 31 日（木）※応募多数の場合は抽選を行います。 

■申込み・問合せ：氏名、学校名、学年、参加希望日、人数、保

護者名、電話番号、弁当希望数を明記の上、「おいで

ん・さんそんセンター（TEL：0565-62-0610、FAX：

0565-62-0614）まで 

■主  催：芳友町室総代 

■共  催：おいでん・さんそんセンター 

■協  力：石野交流館、猿投支所、豊田市郷土資料館 

木の上に登ったことはあるかい？木はボクたちにこっそりと

遊びの楽しみを教えてくれるんだ。木と共に、木を活かしながら

ボクたちだけの秘密基地を作ろうよ！ 

■日 時：8 月 17 日（日）10：00～15：00 

    （以降、2015 年 3 月まで、月 1～2 回程度開催予定）  

■場 所： 豊田市東萩平町（安藤家裏山） 

■定 員： 20 家族（先着） 

■参加費： 10,000 円/1 家族（初回支払い） 

     ※事故等は全て自己責任となります。 

■服装など：山で作業できる服装、昼食持参  

■申込締切：８月 10 日（日）17：00 迄 

■申込み・問合せ：氏名、性別、生年月日、住所、電話番号を明

記 の 上 、 安 藤 （ TEL ： 090-4790-9364 、 Email ：

kashimayarigatake28@docomo.ne.jp）まで。 

■主 催：あさひ薪づくり研究会（H26 年度 わくわく事業） 

 

松平の農産物直売所「旬の里」が主催する、BBQ イベントで

す。 

お気軽にご参加ください。 

■日  時：7 月 27 日（日）11：00～14：00 

■場  所：喫茶「茶の子」（豊田市石楠町芳ヶ沢 4-2） 

■参 加 費：大人 2,000 円、小学生 1,500 円  

※肉、イカ、野菜の BBQ。鮎の塩焼き、五平餅各一本付 

■参加人数：先着 50 名 

■販  売：五平餅、鮎の塩焼き、鮎飯、産直野菜 

■申込み・問合せ：7 月 20 日（日）までに電話、または直接

「茶の子」までお申込みください。TEL：0565-58-5075 

春に好評だった「山男子」を夏バージョンで開催します。 

火がつかえる。木がある。川がある。夜のまっくら闇。月明かり

を歩く。野生動物の気配。土のにおい。山をかけまわり、大声を

だす。やれることは自分たちでやる。できることはたくさんある。 

やることもたくさんある。自分が主人公の暮らし。それが山の暮

らし。 

１泊２日、みんなでやりたいことをやろう！ 

■日時：2014 年 8 月 11 日（月）～12 日（火）      

■場所：板取の家（豊田市太田町板取 34） 

■スケジュール：【1 日目】 

9:00  豊田市駅前 集合 

10:00  古民家宿舎「板取の家」着。竹からはじめる流しそう

めん（器と箸も手づくり）。竹鉄砲づくり。 

12:00  流しそうめん、川遊び＆スイカ割り、本格ネパールカ

レー＆チャパティを食べる 

19:30  満月ナイトウォーク。入浴、就寝 

【2 日目】 

7:00  朝食準備（手伝える子だけね） 

8:00  朝食。お弁当のおにぎりづくり＆竹皮で包んで。木の

命をいただく伐採体験＆森遊び 

12:00  昼食、自由行動 

14:00  終わりの会 

15:30  豊田市駅 到着 解散 

■定 員：15 名（小学生３年生から６年生の男子のみ） 

■参加費：10,000 円 

■申込み・問合せ：株式会社Ｍ－ｅａｓｙ 担当：戸田友介 

 〒444-2811 豊田市太田町蟹田６番地 

info＠m-easy.co.jp（メールでお申込みください。） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界にひとつだけのボクたちの秘密基地！ 

ツリーハウスをつくろう！ 

 石野の万燈まつり 

（芳友町の火振り祭り） 

「旬の里」バーベキュウの集い 

夏休みおもいっきり 「山男子」 
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おいでん・さんそんセンター 

〒４４４－２４２４ 

豊田市足助町宮ノ後26-2 （足助支所内２階） 

TEL ０５６５－６２－０６10（直通） 

FAX ０５６５－６２－０６１４ 

Eｍail  sanson-center@city.toyota.aichi.jp 

http://www.oiden-sanson.com 

 

★センター及び関係団体のイベントスケジュール★ 

●green maman 朝市  日時： 7 月 22 日（火）10：00～12：00/場所： 守綱寺（豊田市寺部町 2-27） 

●マイタウンおいでん  ①７月 5 日（土）「稲武おいでんまつり 2014」18：00～20：30（稲武福祉センター多目的広場）

②「猿投おいでん夏まつり」17：00～21：00（豊田市運動公園芝生広場）、③「おいでんまつり松平」17：30～20：00

（松平運動広場）、④「まちなかおいでん with JA Red」15：00～21：00（JA あいち豊田駐車場）、⑤７月 6 日（日）「ま

ちなかおいでん with JA Blue」15：00～21：00（JA あいち豊田駐車場）⑥７月 12 日（土）「ふじおかおいでん夏まつり」

16：30～21：00（藤岡コミュニティ広場）、⑦マイタウンおいでん高岡（高岡運動広場）⑧「おいでん上郷！2014」17：

00～20：30（上郷交流館グラウンド）⑨「IYOIYO おいでん」18：00～21：00（GAZA 前広場）⑩「マイタウンおいで

ん旭」13：00～18：00（小渡中央広場）⑪「ほ～い、おいでん・大林」16：00～21：00（大林公園） 

●おいでんまつり ファイナル 日時：７月 26 日（土）17：00～20：30/場所：名鉄豊田市駅周辺 

●おいでんまつり花火大会  日時：７月 27 日（日）19：00～21：00/場所：豊田市白浜町（矢作川河畔ノ白浜公園一帯） 

●ラベンダーフェア 日時：7 月 21 日（祝）までの土日祝日 10：00～16：00/場所：道の駅どんぐりの里いなぶ（豊田市

武節町針原 22-1） 

●福蔵寺ご縁市   日時：7 月 27 日（日）10：00～14：00/場所：福蔵寺（豊田市太田町蟹田 6） 

●あすけ夢里まつり 日時：10 月 19 日（日）時間未定/場所：三州足助屋敷前広場（豊田市足助町飯盛 36） 

●森の健康診断報告会 日時：10 月 26 日（日）9：30～17：00/場所：JA あいち豊田ふれあいホール（豊田市西町 4-5） 

 

 

おいでん・さんそんセンターを支える仲間たち  No.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

センター長    鈴木辰吉 

コーディネートスタッフ 安藤里恵 

               西田又紀二（ゆきじ） 

 アグロ・プエルタ 

 Agropuerta～農への扉～  

イキイキ、ワクワク！ 農ライフコミュニティ！！ 

『アグロプエルタ～農への扉～』は、「農や自然を楽しむことにより、食や暮

らしのあり方を見つめ直すきっかけとなるような場所があったらいいな」と思っ

た仲間たちによってつくられたサークルです。 

『農』って、大自然の力を借りて、命の素である食べ物を生み出し、命をつな

いでいくという、とっても大切でありがたい営みのことですよね！そんなステキ

な“農ライフ”をもっともっといろんな人に知ってほしい、そして一緒に楽しみ

たい！ベランダ菜園から農山村の田舎暮らしまで、楽しみ方は無限大！！『“農

ライフ”をみんなでとにかく楽しむ！楽しむことでつながる！広がる！』がテー

マです！ 

サラリーマン、パパ、ママ、子どもたち、そしてプロの農家や飲食店まで、い

ろいろな人たちが『アグロプエルタ』に集います！ 

TEL：090-1783-1747 

HP：http://agropuerta.jimbo.com/ 

BLOG：http://agroperta.boo-log.com/ 

Facebook ページ：アグロ・プエルタ 

E-mail：info@agropuerta.org 

代表：藤本 浩幸 

おいでん・さんそんセンターは、都市と農山村の交流をコーディネートする豊田市の取組です。 

 

7 月より安藤が産休に入るため、新スタッフが

3 名入ることになりました！よろしくお願いしま

す＾＾！ 

〈コーディネートスタッフ〉 

●木浦 幸加（旭地区在住） 

 ●小黒 敦子（高橋地区在住） 

〈コーディネートスタッフ/とよた都市農山村交

流ネットワーク担当〉 

●中村 明日香（猿投地区在住） 

 

mailto:sanson-center@city.toyota.aichi.jp

